
よみ ほんまけもんじょ

指定 市指定有形文化財

種別 古文書

数量 １５通

所在地 御前崎市池新田

所有者 個人

指定日

解説

　本間家文書は、代々池新田の大庄屋を勤めた当家に伝わる古文書です。旧知行地である
小野田村(現袋井市)の安堵状(武田家朱印状)などの中世文書や、慶長年間の池新田村の開
発に関する文書などが多数保存されています。
　上記文書は、慶長12年(1607)の置目で近郷五ヶ村の野山に入って、生活に必要な新炭を
獲得する権利や、池新田の土地境等を定めています。差出人4人は、もと高天神衆で、高
天神城で戦死した本間八郎三郎などとの関係がうかがわれます。

昭和52年2月28日

本間家文書




